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令
和
４
年
度
６
月
定
例
会
が
６
月
３
日
か

ら
２
１
日
の
日
程
で
開
会
さ
れ
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
、
令
和
３
年

度
２
月
補
正
予
算
と
一
体
的
に
編
成
し
、
さ

ら
に
１
２
月
補
正
予
算
を
合
わ
せ
、
切
れ
目

な
い
１
６
カ
月
予
算
と
し
て
、
国
の
経
済
対

策
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
ま
す
。 

「命
」、

「成
長
」、
「安
心
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
型
コ
ロ

ナ
の
ま
ん
延
や
大
雨
・豪
雨
災
害
な
ど
か
ら 

県
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
生
活
を
守
り
、
「人

財
」の
育
成
や
成
長
産
業
の
創
出
に
よ
り
、
福

岡
県
を
未
来
に
向
け
て
飛
躍
・発
展
さ
せ
ま

い
り
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
県
と
県
議
会

は
両
輪
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
回
の
県
政
報
告
６
月
号
で
は
、
田
川
郡

の
令
和
４
年
度
当
初
予
算
主
要
事
業
を
ま

と
め
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。  

 

毎
年
の
よ
う
に
襲
って
く
る
自
然
災
害
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
迅
速
か
つ
臨

機
応
変
に
対
応
し
、
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の

立
て
直
し
を
図
って
い
き
ま
す
。 

 

地
方
創
生
の
基
本
は
、
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
「働
く
」、
長
く
元
気
に
「暮
ら
す
」、
お
子

さ
ん
を
安
心
し
て
産
み
「育
て
る
」こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
員
活
動
・議
会
活

動
を
通
し
て
、
車
の
両
輪
で
あ
る
県
・県
議

会
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
、
ご
厚
情
を
賜
り
ま

す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 
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令和３年中の田川警察署管内の治安概況 

【三大重点目標】 

① 暴力団関連犯罪の検挙状況（令和３年） 

  田川署（構成員  ６人（＋ ２人）、準構成員含 ２３人（－  ４人）） 

  福岡県（構成員１２７人（－２５人）、準構成員含７７８人（－１５６人）） 

 

② 飲酒運転による交通事故発生状況（令和３年） 

  田川署（  ５件（－１件）） 

  福岡県（１０１件（－１件）） 

 

③性犯罪の発生状況（令和３年） 
  田川署（強制性交 発生 ４件（＋２件）検挙率２５％、   強制わいせつ 発生  ５件（＋ １件）検挙率８０％ 

  福岡県（強制性交 発生６０件（＋５件）検挙率９１．６７％、強制わいせつ 発生１９１件（＋１８件）検挙率８２．２％ 

 

●刑法犯認知件数（令和３年） 

  田川署（   ６８４件（－   ３５件）） 

  福岡県（２６，３３７件（－１，２９０件）） 

 

●交通事故発生件数（令和３年） 

  田川署（   ５６１件（＋   １５件）、死者数  ５人（＋ １人）） 

  福岡県（２０，０６６件（－１，４２９件）、死者数１０１人（＋１０人）） 

 

●ニセ電話詐欺発生状況（令和３年） 

  田川署（  ２件（±  ０件）、被害額     ９０万円（－  １，２２４万円）） 

  福岡県（３２９件（＋１２８件）、被害額７億６，４６０万円（＋３億７，６０６万円）） 



田川県土整備事務所（所長、副所長、課長）と共に、令和４年度事業予算の現場視察 

県道添田赤池線（道の駅いとだ） 

県道猪国桝田停車場線歩道拡幅整備（真崎地区） 

 

県道八女香春線拡幅工事（落合地区）～当区間は道路幅が狭く見通しも悪いため、安全で円滑な交通の確保を目的に

道路拡幅と線形の改良を行っています。地域住民の日常生活における円滑な通行に加え、緊急輸送道路としての機能

が強化されます。また英彦山観光への交通アクセスが改善され、観光振興による地域の活性化が期待されます。 

 



県の仕事は非常に広範囲かつ複雑なので、議案等を能率よく専門的に審査するために、委員会を設置しています。 

県文教常任委員会管外視察（新潟県） 

令和４年５月９日～１１日 

文教委員会は、教育改革推進方策、社会の変化に対応した教育の改善・充実、教職員の定数・

給与及び勤務条件の改善、県立教育施設の充実、学校週５日制の弾力的な実施、生涯学習の充

実、保健体育・スポーツの振興、文化財の保護、私学振興、青少年の健全育成、学校や地域社

会における児童生徒の安全対策などについて審査及び調査を行っています。 

① 佐渡島の金山 
 令和3年12月28日に文化庁より、文化審議会世界文化遺産部会が「佐渡島の金山」を世界文化遺産の推薦候補に選定する答申があり、本

年1月28日に政府よりユネスコに推薦することが正式に表明されました。視察先で、今後は、「佐渡島の金山」が世界的に貴重な文化遺産

として評価されるとともに、次世代へその価値を継承し、令和5年の世界遺産登録実現に向けて取り組むとの決意でありました。 

 実は、「佐渡島の金山」への視察ということだったので、連休中に妻にも協力してもらい、愛媛県新居浜市の別子銅山と島根県大田市の

石見銀山に見学に行ってきていました。歴史や地理は単に暗記するのではなく、時代背景や盤石な支配力を支えたものは何だったのか、日

本には自前の貨幣を大量に流通させる十分な資源がなかったことで、中国から「宋銭」や「明銭」を輸入していましたが、見事に問題を解

決したのが、江戸幕府であり、鉱山開発でありました。「佐渡金山」「石見銀山」「足尾銅山」により統一貨幣を流通させたのが歴史の事

実であります。ただし、「別子銅山」だけは幕府は一切管理せず、開山から400年の間、住友財閥が経営してきたのが、とても興味深いと

ころです。歴史はロマンであり、感動の連続だと改めて思った次第です。  

 さて、佐渡を世界遺産にする様々な団体が長きに渡り活動を続けられきています。「講演会」や「御金荷の道ウォーク」「子どもサミッ

ト」などの事業を実施したり、佐渡市所有の相川金銀山、鶴子銀山などの写真集や特産品販売を行う「佐渡フェア」の開催、首都圏におい

ても新潟県、佐渡市など主催したイベント等は数えきれない程もあったということでした。近代遺産の象徴「東洋一の浮遊選鉱場」と言わ

れた北沢浮遊選鉱場ではライトアップされ世界文化遺産推薦に花を添えていました。多くの関係者の皆さんのご尽力で推薦決定に至ったと

いうことを改めて認識しました。 

 「佐渡島の金山」は16世紀末～19世紀半ば（戦国時代末～江戸時代）にかけて、豊かな金鉱脈の島・佐渡島において、徳川幕府の管理・

運営の下、いわゆる鎖国政策によって技術交流が限られる中、ヨーロッパとは異なるシステムとして発展を遂げ、世界に誇る量と質の金を

生産した伝統的手工業による大規模かつ長期にわたり継続した金生産システムを示す稀有な産業遺産です。 

・佐渡島の「金生産システム」は採掘跡や排水坑道などの「生産技術」を示す遺跡と、鉱山集落跡などの「生産体制」を示す遺跡の大きく

2つで構成され、両社が現在でも良好な状態で保全されている金鉱山遺跡は世界的に類をみないものです。 

・人類の鉱山史は伝統的手工業で鉱山開発を行った「機械化前」と、15～16世紀の大航海時代を境にヨーロッパ地域を中心に機械装置の導

入が進む「機械化後」の大きく2つに分けることができます。同時期の世界では機械化へと向かう中、「佐渡島の金山」では機械装置に頼

ることなく持ちうる手工業技術を深化させるとともに組織体制も大規模化することで、量・質ともに世界レベルの金生産を行うことができ

ました。その意味で伝統的手工業による金生産の技術的・体制的な最終段階・最高到達点を物語る資産であると言えます。 

 

② 大崎そばの会（大崎活性化センター） 
 「大崎そばの会」は昭和53年より続く伝統的な行事で、地

元で採れたそば粉を１００％使った十割そばの手打ち。地元

で採れた素材を地元の方が料理し、それを振る舞い、地元の

方たちが舞台に立ち芸能を披露するという地元の人たちが中

心のイベント。文弥人形（古浄瑠璃形式をもとに独自に改良が加えられ、国の重要無形民俗文化財に指

定）をはじめとした民俗芸能を鑑賞することができます。文弥人形は、江戸時代より伝わるひとり語りの

文弥節に人形を合わせたもので、明治3年にここ佐渡島の大崎で発祥した。三味線を弾きながら物語を語る

「太夫」とそれにあわせて人形を操る「遣い手」が演じる人形劇。例年11月から2月にかけて会が催されて

おり、年間3,000人以上の参加者が訪れています。 

 

② 田中角榮記念館 
 平成10年4月に新潟県柏崎市（旧刈羽郡西山町）の二田小学校跡

地に開館されています。第64代内閣総理大臣に就任した田中角榮

氏に関する遺品や遺墨などの文化財を保存し展示されています。

日中国交の道を再び開いた偉業や生前の面影を偲ぶ事ができる施

設となっていて、 食事処「角さんの台所」を併設しており、角榮

氏の好物のっぺ汁が食べられます。また、隣接したふるさと公苑

では中国との交流拠点として文化の紹介を行っていました。 

 館内は写真禁止ということでありましたが、館内には「以和為

貴」（和をもって貴（たっと）しとなす）、「蜂懶採花疎」（蜂

は懶（らん）にして花を求むるも疎（まば）らなり）の横額や個

人所蔵の希少な「ふすま」にした書４枚、日中国交正常化を実現させたときに詠んだ漢詩の色紙など３０

点あまりと写真・遺品などが展示されていました。東京都目白の田中邸にあった応接室も再現されていま

す。政財界の要人が訪れ、陳情客が順番待ちの列をなした様子を説明して頂き、最後は「ヨッシャ、ヨッ

シャ」で話がまとまったとの事です。何となく、あのだみ声が聞こえてきました。 

略歴 

昭和５３年 添田町立添田中学校卒業 

昭和５６年 福岡県立田川高等学校卒業卒業      

昭和６０年 日本大学商学部会計学科卒業           

昭和６０年 麻生セメント株式会社入社              

平成 ２年 株式会社麻生情報システム転籍    

平成１２年 株式会社麻生情報システム 取締役        

平成１３年 株式会社麻生情報システム 代表取締役     

平成２３年 福岡県議選（田川郡区） 初当選          

平成２７年 福岡県議選（田川郡区） ２期目当選   

平成３１年 福岡県議選（田川郡区） ３期目当選   

福岡県農林水産委員会 副委員長            

福岡県総務企画地域振興委員会 委員長 

福岡県議会での主な所属 

緑友会福岡県議団 副会長                  

県文教常任委員会 委員                

県国際化・多文化共生社会調査特別委員会 委員 

福岡県総合計画審議会 委員                    

福岡県地域交通体系整備促進協議会 委員                                 

福岡県タイ友好議員連盟 副会長                                

福岡県森林・林業・林産業活性化促進議連 副会長            

福岡県日韓友好議員連盟 

福岡県日米友好議員連盟  

福岡県日中友好議員連盟 

福岡県国際交流推進議員連盟 

福岡県ベトナム友好議員連盟 

福岡県台湾友好議員連盟 

福岡県防衛議員連盟                 

福岡県果樹振興議員連盟 

過疎地域活性化対策福岡県議員連盟               

産炭地域活性化対策福岡県議員連盟 

オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟 

福岡県観光産業振興議員連盟             

福岡県文化議員連盟                  

福岡県スポーツ議員連盟                       

九州・沖縄未来創造会議 

九州の自立を考える会 

日本会議福岡支部 幹事                       

田川直方バイパス延伸推進期成会 顧問             

田川広域観光協会 理事                       

北九州下関道路整備促進福岡県議会議連        


